
土木の今

　
国
に
よ
る
西
舞
鶴
道
路
の
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。
西
舞
鶴
道
路
は
上
安
〜
京
田
を
結

ぶ
４・９
㌔
の
道
路
で
、
西
市
街
地
の
交
通
混

雑
の
緩
和
や
京
都
舞
鶴
港
と
舞
鶴
若
狭
自
動

車
道
と
の
ア
ク
セ
ス
改
善
を
目
的
と
し
た
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
道
路
で
す
。

　
ま
た
、
京
都
府
が
進
め
る
府
道
小
倉
西
舞

鶴
線
（
白
鳥
街
道
）
の
拡
幅
工
事
、
市
が
進

め
る
市
道
引
土
境
谷
線
の
整
備
と
併
せ
て
市

内
の
道
路
網
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　
国
道
27
号
で
は
、
朝
夕
の
通
勤
時
に
西

市
街
地
の
主
要
な
交
差
点
を
中
心
に
慢

性
的
な
交
通
混
雑
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

西
舞
鶴
道
路
の
整
備
に
よ
り
交
通
が
分

散
さ
れ
、
交
通
混
雑
の
緩
和
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
国
道
27
号
は
、
渋
滞
に
よ
る
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
西
舞
鶴
道
路
の
整

備
に
よ
り
現
在
の
国
道
27
号
の
交
通
量
が

減
少
し
、
交
通
安
全
性
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
西
舞
鶴
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
、
舞
鶴

若
狭
自
動
車
道
と
市
街
地
の
ア
ク
セ
ス

が
強
化
さ
れ
、
観
光
客
数
の
増
加
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
臨
港
道
路
上
安
久
線

の
整
備
に
よ
り
日
本
海
側
の
拠
点
港
の

京
都
舞
鶴
港
と
つ
な
が
り
、
物
流
面
で
の

機
能
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

交
通
混
雑
の
緩
和

交
通
安
全
性
の
向
上

観
光
・
物
流
面
で
の
機
能
強
化

西
舞
鶴
道
路
の
効
果

工
事
見
学
会
を
開
催

　
昨
年
12
月
に
は
、
次
世
代
の
担
い
手
確
保

を
目
的
に
、
城
北
中
学
校
の
生
徒
に
倉
谷
地

区
で
の
工
事
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
生
徒
は
、
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
大
規
模
な
工
事
現
場
と
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
測
量
、
施
工
の
実
演
を
見
学
し
ま

し
た
。

［西舞鶴道路の概要］
　道路延長／ 4.9㌔㍍　

　区　　間／上安〜京田

　車 線 数／４車線　　  

　標準幅員／ 23.25㍍　（土工部）
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道路整備が進められている倉谷地区 （４月12日に撮影）

歩道部の土留め擁壁にメッセージを書く
城北中の生徒（倉谷工事見学会）

市でも看板を設置し、西舞鶴道路事業をＰＲ（京田地区）

西舞鶴道路の下に歩行者が通るボックスを建造（京田地区）

  道路側溝を設置（倉谷地区）

進
む
、
国
道
27
号
西
舞
鶴
道
路
建
設

用
地
取
得
・
工
事
が
進
む

　
工
事
を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
な
事
業
用

地
の
取
得
率
が
６
月
末
時
点
で
約
67
㌫
（
面

積
比
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
は
城
東
、
倉
谷
、
伊
佐
津
、

七
日
市
、
京
田
の
各
地
区
で
、
地
盤
改
良
工

事
や
盛
土
工
事
、
山
切
り
工
事
が
進
め
ら
れ

ま
す
。
市
で
は
、
引
き
続
き
国
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
西
舞

鶴
道
路
の
早
期
の

完
成
を
目
指
し
て
、

用
地
取
得
な
ど
の

事
業
を
進
め
ま
す
。

西舞鶴道路の位置図
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